


















































































































































































































































一人称単数 yaku yakin nak
二人称単数 ihu ihu－n m－ihu
三人称単数 thithu thithrn thithu
包括的一人称複数 ita ita－n m－ita
除外的一人称複数 yamin yamin yamin
二人称複数 maniun maniun maniun





































































































































































































































@　　人称 主格→対格 主格→主格（12）対格→主格 lhayあげる
①（1）人称→2人称 ? ? AF
②（1）→3 ? ? AF?????
③（2）→3 ? ? AF
④（3）→2 ? ? AF
⑤（3）→3 ? ? AF
⑥1→（2）（注1） ? PF
⑦2→（1） ? ? LF
⑧1→（3）（注1，2） ? PF／LF
??????、??????，?
⑨3→（3） ? ? LF
⑩2→（3） ? ＊ PF
⑪3→（2） ? ? LF































































































































































































サオ語 日本語 シテ焦点形 ウケテ焦点形 バショ焦点形 使役形
lhay あげる ○
lhay くれる ○
lhay－in
撃?≠凵|an
もらう ○
○
fariw 買う ○
fariw－in
垂＜Cariw
売る ○ ?
sh－m－iul借りる ○
shimu1－in
垂＝|shimul
貸す ○
○
fuilh 教える ○
fuilh－in
?浮奄撃?|an
学ぶ
i教わる）
○
○
出どころがシテとなり，受け手が一人称か一人称以外かという違いがある
だけで，文構造はまったく同じになるのである。
　以上，本稿ではサオ語における授受表現が焦点形式を用いて表現される
ということを示した。またそのことと連動して，これまでにほとんど論じ
られてきていない焦点形における格形式にっいても考察を行った。
　サオ語では，シテ焦点形ではシテは主格，行為のウケテは対格となり，
ウケテ焦点形では焦点のおかれるウケテも，動作行為者であるシテも主格
となる。また，やりもらい動詞においては，基本的には，シテ焦点では
「主格→対格」へものの移動が行われ，ウケテ焦点，バショ焦点では「対
格→主格」へものの移動が行われる。しかし，筆者の調査から，やりもら
い動詞のシテ焦点では一人称においては対格がかなり義務的に使われてい
るが，二人称，三人称では受け手の格形式に主格，対格の両方がみられる
ように「ゆれ」がみられ，特に，三人称になると，対格よりも主格のほう
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が用いられやすい傾向があることがわかった。
　本稿では，日本語特有の文法表現形式である授受表現における「やりも
らい」が，サオ語でどのような表現形式で表され，その格形式はどのよう
になっているかを明らかにした。また，その他の授受表現についても，焦
点形によって表し分けられ，一方が形態的に有標であることを示した。っ
まり，サオ語における焦点形式は何に焦点がおかれるかということで使用
される文法形式であるが，同じコトガラを違った視点で表すという授受表
現においても焦点形式が使用されているということをこれまでに述べた先
行研究はなく，この点も本稿で明らかにした点である。
　また，サオ語における先行研究は少なく，焦点形式についても，バショ
焦点形とウケテ焦点形の違いなどがまだ明らかにされていない。そこで，
あらゆる方向から焦点形式にっいて考察をしていくことで，今後の課題と
して，サオ語における焦点形式を明らかにしていきたいと思う。
注
（1）　サオ族は南島の一族と分類されている台湾原住民であり，2001年に，
　　台湾政府（行政院）は，サオ族を台湾における「第十番目の原住民」と
　　して公式に認定した。現在の人口は600人余りである。また，サオ語を
　　自由に話す人の年齢も高齢層が多く，サオ語は消滅の危機に瀕している
　　とも言われている。現在では，日常生活に使用する言語は，主に台湾語
　　と中国語である。そして，サオ語はサオ族同士の会話の中に時々使用さ
　　れる程度である。本発表で用いる資料は，筆者が60代以上の話者から
　　得たものと，Blust（2003）における用例である。
（2）　ここで用いるサオ語の表記は，子音は／p〃b／，／m／，／f／，／t／，／d／，／n／，
　　／th／［θ］（Blust（2003）の表記は／c／），／s／，／z／［δ］，／lh／［｝］，／1／，／r／，／sh／
　　［g］，／k／，／ng／［∫］（Blust（2003）の表記は／g／），／q／，／’／［glottal　stop］，／
　　h〃y／，／w／である。母音は／a，u，i／の三つだが，／i／は／q，r／と連続する
　　とき［e］［a］［ε］などに，／u／は／q，r，ng／と連続するとき［o］となる。／b，d
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　　／の前と，語頭・語尾の母音はglottal　stopが現れるが，本稿では表記
　　を省略した。Blust（2003）からの引用用例に関しては，本稿ではすべ
　　て筆者の採用している表記に統一してある。アクセントは，基本的には
　　後ろから二番目の音節にくる。
（3）本稿で使用する略記号は以下の通りである。AF　actor　focus（シテ
　　焦点）；PF　patient　focus（ウケテ焦点）；LF　locative　focus（・s’ショ焦
　　点）；PST　past（過去）；CAUS　causative（使役）；主主格；対対格；
　　属属格；単単数；複複数；11人称；22人称；33人称；連連結
　　辞；非非実現；助助辞；状状態接辞；未未来接辞；指指示詞；移移
　　動接辞；敬　敬称。
（4）　先行研究からの引用用例の訳は筆者による。また，筆者が集めた用
　　例の日本語訳は，サオ語を直訳してあるため，その日本語訳の後ろの括
　　弧内に解説，被調査者に質問した日本語文，あるいは，サオ語の直訳を
　　自然な日本語に直したものなどを補ってある。
（5）　シテ焦点形を表わす接辞はm－，－m一などいくっかの異形態がある
　　ため，Blustはそれらを音素／um／で代表させて提示している。
（6）　Blust（2003）から引用した用例には，英文の後に日本語訳が括弧の
　　中にっけてあるが，訳は筆者による。
（7）　in－lhayはBlust（2003；528）によれば，ウケテ焦点形の完了という
　　ことになる。
（8）　ihu－n（二人称対格）はihu（二人称主格）で発話される場合も多く，
　　どちらも使われる。
（9）　Blust（2003；666）には，　panakaは，“give　a　gift　with　on　strings
　　attached，　give　a　gift　which　is　not　expected　by　custom，　and　for　which
　　no　return　in　anticipated（as　in　giving　clothing）”とある。
（10）　もらう系は，ara「もらう」のAF焦点形m－araもよく使われるよ
　　うである。
（11）lhay－akの一akは一人称の主格yakuが動詞に附随した形で，　Blust
　　（2003：92）には，‘suffix　marking　the　first　person　singular　actor，　the
　　pronominal　counterpart　of－／an／．’とあり，－akが附随した動詞はLF
　　形（バショ焦点形）とされている。したがって，本稿でも，‘動詞一ak’
　　のグロスは「LF－1単附」とする。黄（2000）でも主格として扱われて
　　いる。また，翁（2000：32）では，－akは一an＋－k，－ikは一in＋－kであ
　　るとしており，バショ焦点形，ウケテ焦点形のシテ（行為者）を示すと
　　している。
（12）　Blust（2003；207）に‘Despite　the　clear　contrast　between　the　nomi－
　　native　and　accusative　pronouns　there　is　tendency　in　casual　speech　to
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　　substitute　nominative　pronouns　in　accusative　contexts，’とあるよう
　　に，会話では，対格が主格で代用されることが多い。ただし，筆者の調
　　査では，一人称だけは，主格，対格がかなり守られているようであった。
（13）　Blust（2003；1057）には，‘nakin：1sbenefactive，　for　me’とある。
（14）　Blust（203；375）には，　fariw－akのように，1人称単数の一akがっ
　　くとバショ焦点形になるが，fariw－ikのように，1人称単数の一ikがっ
　　くとシテ焦点形になる，とある。
（15）　使役接辞については，新居田（2007b）から引用して，簡単にまとめ
　　ておく。
　　　サオ語の動作動詞の使役形（CAUS；Causative）の多くはpa一ある
　　いはpu一で表されるが，その他にpin－，　pashi－，　pia一などがある。動
　　詞語頭がa－，u一の場合は，　p一のみがっく。
　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　ihu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2単主（ウケテ・シテ）
yaku
1単主（命令者）
huya　　wa
それ　　連
　apa『「lqaz
　非見る一CAUS
binanaua’z．
女
　　　私はあなたにその女を見させる。
　また，使役接辞が使われない動詞の場合，「AはBにCという動作
をするように言う」という形式をとることで，「AはBにCさせる」と
いう意味を表すことができる。
（2）　yaku　　　　　　　ma－lalawa　　ihu－n
　　　1単主（命令者）　話す一AF　　　2単対（ウケテ・シテ）
　　mi－talha　　Ali．
　　待っ一AF　　アリ
　　私はあなたに言う，あなたはアリを待っ。→私はあなたにアリ
　　　を待たせる。
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Giving　and　Receiving　Expressions　in　Japanese　and　the　Thao
Language　of　Taiwan
NIIDA　Sumino
Key　words：Thao　language，　giving　and　receiving　verbs，　focus，
causative，　case　form
　　　This　paper　aims　to　clarify　the　usage　of　the　giving　and　receiving
expressions　in　the　Thao　language．　Thao　is　the　language　of　the　native
Thao　people　residing　in　Taiwan’s　central　region；it　belongs　to　the
Austronesian　family　of　languages．
　　　The　verbs　implying　giving　and　receiving　are　verbs　such　as‘give＆
receive’，‘sell＆buy’and‘lend＆borrow’．　Each　pair　of　verbs　implies
the　same　section　or　event；however，　these　verbs　are　used　differently
when　one　views　the　actions　or　events　from　the　opposite　standpoint．　In
the　Thao　language，　these　giving　and　receiving　expressions　are
expressed　by　patient　focus　affix，　locative　focus　affix　and　causative
affix．　Furthermore，　I　examined　the　case　form　of　a　giver　and　a
recipient　in　the　giving　and　receiving　expressions　of　the　Thao　language．
xi
